
 

【共通】  

１．各駅の発車表示の統一を行うこと。快速停車駅には終着駅までの停車駅、待避駅、終着駅までの速達列車の案内を表

示すること。快速通過駅には快速待ち合わせ駅を表示すること。  

２．お客さまのご利用が増加したことにより、下り川崎～鹿島田駅間の現状の運転時分では遅れが生じるので、同区間の

運転時分を拡大すること。  

３．下り分倍河原～谷保間を２０秒短縮し、谷保～立川間を２０秒延長すること。  

４．上り立川～谷保間を１０秒延長し、谷保～分倍河原間を２０秒短縮、分倍河原～府中本町間を１０秒延長すること。  

５．全体を通して、睡眠時間、食事時間を十分確保する行路を作成すること。  

６．休日の南武線のダイヤに余裕を持たせること。  

 

【運転士】  

１．休日回５０５Ｆ、平日回６３７Ｆの武蔵中原駅停車を通過に改めること。  

２．日勤仕業の出区からの川崎～立川～川崎（いわゆる大回し）３回は解消すること。  

３．立川駅留置車両の運用を改め、立川運転区泊の行路の睡眠時間を拡大すること。 （平平４６ 、平休４６ 、休平４６）  

４．平８４６Ｆ～回９４７Ｆ川崎駅の停車時が４分４０秒のため拡大すること。  

５．矢向引き上げ線出区は、安全上、解消すること。また今後、矢向・稲城長沼から回送で発車する運用の考えを明らか

にすること。  

６．居流しにおける初日の退勤時刻から 2 日目の出勤時刻までのインターバルを拡大すること。  

７．５２行路の立川運転区寝室に、他の部屋と同様の小物が置けるカラーボックスを設置すること。  

８．助士側ホームドア設置駅において、運転士により停止位置修正ができるよう、目標を設置すること。  

 

【車掌】  

１．平間駅下りホームの停目を下げたことにより、車掌の位置から前方への視認性が悪く、屋根もないことから、屋根の

延伸とＩＴＶの設置を行うこと。  

２．１３４行路と１４４行路の睡眠時間を拡大すること。  

３．１２８行路の平日の明けは、矢向～川崎～立川～武蔵中原と、武蔵中原～立川～川崎～武蔵中原とロングランのため、

解消すること。  

４．平日１３３行路の１丁目と２丁目、２丁目と３丁目それぞれ乗り継ぎまでに３３分間しかなく、休憩が満足に取れな

いため改善すること。  

５．平日１１６行路のロングランを解消するため、１５２６Ｆ武蔵中原１６：０７～１６２７Ｆ武蔵中原１６：４６を、

平平１４１行路１７３８Ｆ武蔵中原１７：０６の１乗務前に移管されたい。  

６．休休１３９行路の睡眠時間を拡大するため、便６３６Ｆ登戸６：５７～武蔵中原７：１０を、便６１２Ｆ登戸７：１

７～武蔵中原７：２９に変更されたい。  

７．休休１４３行路のロングランを解消するため、９０６Ｆ武蔵中原１０：３８～１００７Ｆ武蔵中原１１：１３を、休

１０８行路２乗務目前に移管し、１００７Ｆ武蔵中原１１：１３着後は、所定通り１００７Ｆ継続乗務とすること。  
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